
──貴社のビジネスについてお聞かせください。

　当社は、企業に対して税務や会計などにかかわる幅広いサービスを
提供しています。お客さまのビジネス、業種によって、税務や会計に求
められる業務内容は異なります。あらゆる企業に対応できるようにと、
当社は各分野に特化した税理士、会計士の専門チームを編成し、高い
水準のサービスを提供できるよう心がけています。
　最近増えているのは企業の事業承継に関するご相談です。会社の
オーナーがお亡くなりになり、新しい経営者へ引き継ぐための事業継
承を扱う場合には、日常の業務とは異なる知識が必要となります。そ
のような分野ごとに特化したプロフェッショナルを組織することで、さ
まざまなニーズに対し、高い水準のサービスを提供できるのが当社の
強みです。
　また、日本全国はもちろん、海外にも拠点を置き、地域密着を大切
にしたサービスを心がけています。

──税務に関する社会的な変化についてお聞かせください。

　いま日本は、行政サービスの100％デジタル化、IT化へ向けた取り
組みを加速させています。2018年1月には「デジタル・ガバメント実
行計画」を策定し、デジタルファースト、ワンスオンリー、コネクティッ
ド・ワンストップという3つの原則を掲げました。これにより、手続き
やサービスをデジタルで完結させたり、書類の提出などを1度で済ま
せられるようにしたり、民間サービスにおいても手続きやサービスの
一元化を実現しようとしています。
　e-文書法、電子帳簿保存法の改正などにより、税務や会計分野でも
電子化の動きが進んでおり、2020年度以降は、資本金1億円以上の
企業は、法人税等の電子納税申告
（e-Tax）が義務化されます。
　大企業が電子化すると、取引先の中
小企業も対応しなくてはいけません。
そうなると、多くの企業の税務、会計の
電子化が一気に広がるでしょう。

──税務の電子化にはどのような利点
があるのですか？

　業務の効率化につながると考えま
す。例えば、会社では毎月源泉徴収の
処理を行いますが、電子申告、電子納

税を活用すれば、銀行や税務署に行く必要がなくなります。
　すでに電子化を実践している企業からは「もう紙の時代に戻ること
は考えられない」という声も聞かれます。

──貴社が紙で業務を行っていたころは、どのような課題を抱えてい
ましたか。

  課題１　紙での業務が生産性を落とす

　請求書や領収書の多くは郵送され、紙で届くのが一般的で、それら
を精査して会計ソフトに入力し、プリントアウトして保管するという作
業は、業種を問わず日々繰り返されています。そのため、毎日増え続け
ていく紙に埋もれながら仕事をする部署もあります。
　当社でも、多い月には1,000枚以上の領収書や請求書をファイリン
グしていました。後日、請求書を見直したいときも、該当する紙を探し
出すことは大変でした。
　しかし、このような作業を繰り返していては、生産性が上がらないと
いう危惧を、経営層を含めて会社全体で感じていました。

  課題2　日々増え続けていく紙。保管コストの増加が重荷に

　税に関する証憑は保存義務があり捨てるわけにはいかないため、保
管場所を確保する必要があります。しかし家賃の高い大都市圏のオ
フィスに、紙の保管のためにわざわざスペースを確保することは容易
ではありません。電子化による保管に切り替えれば、家賃の削減やス
ペースの有効活用につながります。
　当社では2016年のオフィス移転をきっかけに、紙を使わないペー
パーレス、事務所で固定席を持たないフリーアドレスの実現に取り組
み始めました。それに合わせて、紙の証憑から電子証憑への移行も検
討しました。

──証憑の電子化に向けた具体的な取り組みをお聞かせください。

　証憑の電子化は、郵送された請求書や領収書を、スキャンしてPDF

形式の電子ファイルとして管理するこ
とです。そのために導入したのが、イン
テックの電子帳票システムの「快速サー
チャーGX クラウド」です。
　選定にあたっては2017年の終わり
から半年くらい掛けて、いろいろな電子
帳票システムを検討してきました。そ
のとき重視したのは、①当社の要件に
適合していること、②費用対効果を含
めてお客さまにご採用いただけるサー
ビスであることでした。「まずは電子帳
票システムを自分たちでしっかりと
使ってみよう。どうすればうまく活用できるかを理解、納得してから、
お客さまに提案できるようにしたい」という考えがありました。

  選定ポイント１   電子帳簿保存法への対応

　証憑の電子化には、電子帳簿保存法に則った形での保存が必須で
す。平成27年度平成28年度に行われた電子帳簿保存法の規制緩和
により、定められた要件下でスキャナーやスマートフォン、デジタルカ
メラなどを使って、証憑を電子化し保存することが認められました。
　要件とは、解像度が200dpi以上であり、タイムスタンプを付与し、
解像度などの読み取り情報も保存しておくことなどです。また利用の
3ヶ月前には申請も必要です。
　しかし検討当時、電子帳簿保存法に対応し、かつ中小企業にも向い
ている文書管理システムが見当たらない状況でした。そこで私たちは
10社以上のベンダーにアプローチし要望を出しました。その中で、イ
ンテック社がこれに応えて開発したのが、「快速サーチャーGX クラウ
ド」です。

  選定ポイント2   クラウドでコスト軽減

　中小企業で会計書類の電子化を妨げている要因には、電子帳票シ
ステムが高額になりがちであることが挙げられます。いかにメリットが
あるとしても、導入コスト、運用コストが高額になっては、中小企業は
二の足を踏んでしまいます。
　その点、快速サーチャーGX クラウドは、これまでのシステムの10
分の1以下の費用で利用でき、中小企業でも負担できる範囲で料金設
定がされていました。中小企業では、初期の大きな投資やサーバー管
理、ソフトウェアのバージョン管理などでの余計な運用コストの発生
を避け、新たなシステムの導入が見送られるケースがあります。快速
サーチャーGX クラウドは、これまでのシステムとは異なり、初期費用
を抑え、低コストで月額利用できるクラウドサービスであるため、当社
のお客さまにも安心してお勧めできます。

  選定ポイント3   運用とセキュリティなどの管理

　税に関する情報を扱うからにはデータ管理の安全性、特にセキュリ
ティの確保は欠かせません。中小企業では、社内に専任のシステム管
理者を設けることは難しく、設けたとしてもセキュリティを担保した状
態で安全にデータを管理するのは簡単なことではありません。サー
バーのシステム障害で文書管理システム内の証憑データが破損したと
なると、業務に支障が発生します。

　その点、快速サーチャーGX クラウドは、システムの運用管理、セキュ
リティ対策、バックアップなどを、インテック社が行ってくれます。シス
テム管理者のいない中小企業から見ると、頼りになるサービスといえ
るでしょう。

──快速サーチャーGX クラウドを導入した効果は、どのように表れて
いますか。

  効果１　膨大な書類から瞬時に検索

　快速サーチャーGX クラウドは、検索キーを入力すると、膨大な書類
から目的のものをすぐに見つけられます。検索結果の画面には、スキャ
ンした証憑の画像が表示されるため紙の証憑と同じように確認ができ
ます。

  効果２　紙の管理場所を有効活用

　当社では、快速サーチャーGX クラウドを導入して間もないので、今
のところは紙の書類は破棄せずに残しています。しかしトラブルもな
く安定して使えており、紙をなくすことに対する不安は薄れました。い
ずれは、紙を保管しているスペースを有効に活用し、作業環境を向上
させ、人員の追加なども行えたらと考えています。

──実際に運用するにあたって、考慮、工夫した点はありますか。

　証憑をスキャンしてデータ化する作業に時間がかかってしまっては
意味がありませんので、当社ではテストフェーズで単純なシステムの
操作方法の習得以外に、どのように作業をすれば効率的に証憑を電子
化することができるか、最適な業務フローの調査を繰り返し行いまし
た。また、できるだけ人手を介さずに請求書を電子化し、快速サー
チャーGX クラウドに取り込めるような工夫を行っています。
　例えば、スキャン作業では、請求書のファイリング方法を変更しまし
た。当社では、経理担当者が後から確認しやすいように請求単位に伝
票と請求書をホチキス止めした状態で保管していました。しかし、こ
のままではスキャン作業を行う際に、ホチキス留めを外す前作業が発
生します。このため、ホチキス留めをやめて、前作業なしにスキャニン
グできるようにしました。
　これ以外に工夫した点は、快速サーチャーGX クラウドでのPDF登
録時に発生する電子帳簿保存法にある相互関連性要件への対応です。
帳簿と請求書などを相互に関連付けさせるために、PDFファイル名を
会計ソフトの伝票番号に置き換えるといった対応をとります。この作
業を手入力で行うことは多大な労力がかかりますので、スキャナーの
OCR機能を活用し、スキャナーが読み取った伝票番号をPDFファイ
ル名に自動で変換するプロセスを追加しました。
　電子帳簿保存法にある検索要件を満たすための検索キーを快速
サーチャーGX クラウドへ入力する作業と、PDFファイルの登録作業
を自動化するためにRPA（Robotic Process Automation）を利用し

子化を検討している」という問い合わせが増えています。インテック社
は、当社と連携してお客さまにサービスを提供できる、良いビジネス
パートナーです。今後も、お客さまが電子化の流れに乗って業務の効
率化が進められるように、インテック社と協力しながら事業を展開し
ていきたいと考えています。

ています。人間が手作業でPDFファイルの中身を確認し、日付、取引先、
取引金額などを一つひとつ手入力することは間違いの原因になります
し、会計ソフトへの入力と同様の作業のため、2重入力となってしまい
ます。この作業をRPAに置き換えることで、2重入力の回避、入力作
業の正確性とスピードを大きく向上させました。

──今回の導入でのインテックのサービスはいかがでしたか？

　インテック社を採用した理由は複数ありますが、コストや使いやす
さ以外にセキュリティの確保があります。インテックは、クラウドサー
ビスの拠点、データセンターを国内で自社運営しており、セキュリティ
には万全を尽くしているという説明を事前に受けていました。クラウ
ドサービスの中には、海外のサーバーを利用しているものがあります
が、会計データが海外のサーバーに置かれることを不安視するお客さ
まもいます。インテックは、長年にわたる国内でのデータセンター運
営ノウハウを持ち合わせていたため、安心して採用することができま
した。今後は、外販に力を入れていく予定ですので、安心してお客さま
にお勧めできます。
　これ以外にはトライアルが容易な点もポイントです。電子帳票シス
テムの導入を検討しているお客さまに対して、当社が最初に提案する
ことはトライアルの実施です。まずはテスト期間を設けて、「やってい
けるか」を検討した上で判断しても遅くはありません。オンプレミスで
はサーバーを用意しないとテストできませんが、快速サーチャーGX 
クラウドは、すぐにトライアルを始められます。

──電子化の流れが加速していくなか、今後どのように発展させたい
とお考えですか。

　電子帳票システムの導入にはハードルもありますが、それを上回る
大きな効果、メリットが期待できます。また、電子化すれば、RPAなど
のITツールと組み合わせることで、さらに多くの業務の自動化も可能
になるでしょう。
　快速サーチャーGX クラウドを使ってみて感じたのは、税務、会計に
関する仕事のあり方が変わってくるということです。これまでの会計事
務所は、会計処理や税務申告に関する事務作業が多くを占めていまし
た。しかし、これからは「この数字、この金額が意味するのは何か」を、
お客さまのビジネスに即して理解するスキル、お客さまのビジネスに
資するコンサルティング能力がより重要になってくるでしょう。
　デジタル化が進む時代の流れに即して、当社のお客さまからも「電

辻・本郷 税理士法人 様

これからは税務や会計も電子化の時代。
電子帳票システム「快速サーチャーGX クラウド」なら
中小企業のお客さまも安心して、
請求書などの証憑の電子化が実現できます。

Case Study

快速サーチャー GX クラウド

2002年4月1日設立。北海道から沖縄まで、日本
全国に拠点を置く、日本最大規模の税理士法人。
顧問先企業数12,000社を超える豊富な経験と
実績、プロフェッショナル集団としての組織力を
活かし、高い水準のサービスを提供している。

辻・本郷 税理士法人

東京都新宿区新宿4-1-6 
JR新宿ミライナタワー 28階

https://www.ht-tax.or.jp/

本 社

U R L

：

：

User’s Profile

日本各地に拠点を置く辻・本郷 税理士法人では、税務、会計分野での電子化に取り組ん

でいました。請求書などの証憑をデジタルで管理すべく、インテックの電子帳票システム

の「快速サーチャーGX クラウド」を導入しました。その目的や背景、効果について辻・本

郷 税理士法人の八重樫 巧氏、導入運用を支援している辻・本郷 ITコンサルティング株式

会社の松山 考志氏に伺いました。

●  中小企業にも導入しやすい、電子帳簿保存法に即した
電子帳票システム

●  電子化した証憑を効率的に管理。保管場所を要する紙
の証憑が撤廃可能

●  運用管理もインテックにお任せの、低コストで導入でき
るクラウドサービス

P O I N T



──貴社のビジネスについてお聞かせください。

　当社は、企業に対して税務や会計などにかかわる幅広いサービスを
提供しています。お客さまのビジネス、業種によって、税務や会計に求
められる業務内容は異なります。あらゆる企業に対応できるようにと、
当社は各分野に特化した税理士、会計士の専門チームを編成し、高い
水準のサービスを提供できるよう心がけています。
　最近増えているのは企業の事業承継に関するご相談です。会社の
オーナーがお亡くなりになり、新しい経営者へ引き継ぐための事業継
承を扱う場合には、日常の業務とは異なる知識が必要となります。そ
のような分野ごとに特化したプロフェッショナルを組織することで、さ
まざまなニーズに対し、高い水準のサービスを提供できるのが当社の
強みです。
　また、日本全国はもちろん、海外にも拠点を置き、地域密着を大切
にしたサービスを心がけています。

──税務に関する社会的な変化についてお聞かせください。

　いま日本は、行政サービスの100％デジタル化、IT化へ向けた取り
組みを加速させています。2018年1月には「デジタル・ガバメント実
行計画」を策定し、デジタルファースト、ワンスオンリー、コネクティッ
ド・ワンストップという3つの原則を掲げました。これにより、手続き
やサービスをデジタルで完結させたり、書類の提出などを1度で済ま
せられるようにしたり、民間サービスにおいても手続きやサービスの
一元化を実現しようとしています。
　e-文書法、電子帳簿保存法の改正などにより、税務や会計分野でも
電子化の動きが進んでおり、2020年度以降は、資本金1億円以上の
企業は、法人税等の電子納税申告
（e-Tax）が義務化されます。
　大企業が電子化すると、取引先の中
小企業も対応しなくてはいけません。
そうなると、多くの企業の税務、会計の
電子化が一気に広がるでしょう。

──税務の電子化にはどのような利点
があるのですか？

　業務の効率化につながると考えま
す。例えば、会社では毎月源泉徴収の
処理を行いますが、電子申告、電子納

税を活用すれば、銀行や税務署に行く必要がなくなります。
　すでに電子化を実践している企業からは「もう紙の時代に戻ること
は考えられない」という声も聞かれます。

──貴社が紙で業務を行っていたころは、どのような課題を抱えてい
ましたか。

  課題１　紙での業務が生産性を落とす

　請求書や領収書の多くは郵送され、紙で届くのが一般的で、それら
を精査して会計ソフトに入力し、プリントアウトして保管するという作
業は、業種を問わず日々繰り返されています。そのため、毎日増え続け
ていく紙に埋もれながら仕事をする部署もあります。
　当社でも、多い月には1,000枚以上の領収書や請求書をファイリン
グしていました。後日、請求書を見直したいときも、該当する紙を探し
出すことは大変でした。
　しかし、このような作業を繰り返していては、生産性が上がらないと
いう危惧を、経営層を含めて会社全体で感じていました。

  課題2　日々増え続けていく紙。保管コストの増加が重荷に

　税に関する証憑は保存義務があり捨てるわけにはいかないため、保
管場所を確保する必要があります。しかし家賃の高い大都市圏のオ
フィスに、紙の保管のためにわざわざスペースを確保することは容易
ではありません。電子化による保管に切り替えれば、家賃の削減やス
ペースの有効活用につながります。
　当社では2016年のオフィス移転をきっかけに、紙を使わないペー
パーレス、事務所で固定席を持たないフリーアドレスの実現に取り組
み始めました。それに合わせて、紙の証憑から電子証憑への移行も検
討しました。

──証憑の電子化に向けた具体的な取り組みをお聞かせください。

　証憑の電子化は、郵送された請求書や領収書を、スキャンしてPDF

形式の電子ファイルとして管理するこ
とです。そのために導入したのが、イン
テックの電子帳票システムの「快速サー
チャーGX クラウド」です。
　選定にあたっては2017年の終わり
から半年くらい掛けて、いろいろな電子
帳票システムを検討してきました。そ
のとき重視したのは、①当社の要件に
適合していること、②費用対効果を含
めてお客さまにご採用いただけるサー
ビスであることでした。「まずは電子帳
票システムを自分たちでしっかりと
使ってみよう。どうすればうまく活用できるかを理解、納得してから、
お客さまに提案できるようにしたい」という考えがありました。

  選定ポイント１   電子帳簿保存法への対応

　証憑の電子化には、電子帳簿保存法に則った形での保存が必須で
す。平成27年度平成28年度に行われた電子帳簿保存法の規制緩和
により、定められた要件下でスキャナーやスマートフォン、デジタルカ
メラなどを使って、証憑を電子化し保存することが認められました。
　要件とは、解像度が200dpi以上であり、タイムスタンプを付与し、
解像度などの読み取り情報も保存しておくことなどです。また利用の
3ヶ月前には申請も必要です。
　しかし検討当時、電子帳簿保存法に対応し、かつ中小企業にも向い
ている文書管理システムが見当たらない状況でした。そこで私たちは
10社以上のベンダーにアプローチし要望を出しました。その中で、イ
ンテック社がこれに応えて開発したのが、「快速サーチャーGX クラウ
ド」です。

  選定ポイント2   クラウドでコスト軽減

　中小企業で会計書類の電子化を妨げている要因には、電子帳票シ
ステムが高額になりがちであることが挙げられます。いかにメリットが
あるとしても、導入コスト、運用コストが高額になっては、中小企業は
二の足を踏んでしまいます。
　その点、快速サーチャーGX クラウドは、これまでのシステムの10
分の1以下の費用で利用でき、中小企業でも負担できる範囲で料金設
定がされていました。中小企業では、初期の大きな投資やサーバー管
理、ソフトウェアのバージョン管理などでの余計な運用コストの発生
を避け、新たなシステムの導入が見送られるケースがあります。快速
サーチャーGX クラウドは、これまでのシステムとは異なり、初期費用
を抑え、低コストで月額利用できるクラウドサービスであるため、当社
のお客さまにも安心してお勧めできます。

  選定ポイント3   運用とセキュリティなどの管理

　税に関する情報を扱うからにはデータ管理の安全性、特にセキュリ
ティの確保は欠かせません。中小企業では、社内に専任のシステム管
理者を設けることは難しく、設けたとしてもセキュリティを担保した状
態で安全にデータを管理するのは簡単なことではありません。サー
バーのシステム障害で文書管理システム内の証憑データが破損したと
なると、業務に支障が発生します。

　その点、快速サーチャーGX クラウドは、システムの運用管理、セキュ
リティ対策、バックアップなどを、インテック社が行ってくれます。シス
テム管理者のいない中小企業から見ると、頼りになるサービスといえ
るでしょう。

──快速サーチャーGX クラウドを導入した効果は、どのように表れて
いますか。

  効果１　膨大な書類から瞬時に検索

　快速サーチャーGX クラウドは、検索キーを入力すると、膨大な書類
から目的のものをすぐに見つけられます。検索結果の画面には、スキャ
ンした証憑の画像が表示されるため紙の証憑と同じように確認ができ
ます。

  効果２　紙の管理場所を有効活用

　当社では、快速サーチャーGX クラウドを導入して間もないので、今
のところは紙の書類は破棄せずに残しています。しかしトラブルもな
く安定して使えており、紙をなくすことに対する不安は薄れました。い
ずれは、紙を保管しているスペースを有効に活用し、作業環境を向上
させ、人員の追加なども行えたらと考えています。

──実際に運用するにあたって、考慮、工夫した点はありますか。

　証憑をスキャンしてデータ化する作業に時間がかかってしまっては
意味がありませんので、当社ではテストフェーズで単純なシステムの
操作方法の習得以外に、どのように作業をすれば効率的に証憑を電子
化することができるか、最適な業務フローの調査を繰り返し行いまし
た。また、できるだけ人手を介さずに請求書を電子化し、快速サー
チャーGX クラウドに取り込めるような工夫を行っています。
　例えば、スキャン作業では、請求書のファイリング方法を変更しまし
た。当社では、経理担当者が後から確認しやすいように請求単位に伝
票と請求書をホチキス止めした状態で保管していました。しかし、こ
のままではスキャン作業を行う際に、ホチキス留めを外す前作業が発
生します。このため、ホチキス留めをやめて、前作業なしにスキャニン
グできるようにしました。
　これ以外に工夫した点は、快速サーチャーGX クラウドでのPDF登
録時に発生する電子帳簿保存法にある相互関連性要件への対応です。
帳簿と請求書などを相互に関連付けさせるために、PDFファイル名を
会計ソフトの伝票番号に置き換えるといった対応をとります。この作
業を手入力で行うことは多大な労力がかかりますので、スキャナーの
OCR機能を活用し、スキャナーが読み取った伝票番号をPDFファイ
ル名に自動で変換するプロセスを追加しました。
　電子帳簿保存法にある検索要件を満たすための検索キーを快速
サーチャーGX クラウドへ入力する作業と、PDFファイルの登録作業
を自動化するためにRPA（Robotic Process Automation）を利用し

子化を検討している」という問い合わせが増えています。インテック社
は、当社と連携してお客さまにサービスを提供できる、良いビジネス
パートナーです。今後も、お客さまが電子化の流れに乗って業務の効
率化が進められるように、インテック社と協力しながら事業を展開し
ていきたいと考えています。

各分野に特化したプロフェッショナルが
税会計サービスを提供

ています。人間が手作業でPDFファイルの中身を確認し、日付、取引先、
取引金額などを一つひとつ手入力することは間違いの原因になります
し、会計ソフトへの入力と同様の作業のため、2重入力となってしまい
ます。この作業をRPAに置き換えることで、2重入力の回避、入力作
業の正確性とスピードを大きく向上させました。

──今回の導入でのインテックのサービスはいかがでしたか？

　インテック社を採用した理由は複数ありますが、コストや使いやす
さ以外にセキュリティの確保があります。インテックは、クラウドサー
ビスの拠点、データセンターを国内で自社運営しており、セキュリティ
には万全を尽くしているという説明を事前に受けていました。クラウ
ドサービスの中には、海外のサーバーを利用しているものがあります
が、会計データが海外のサーバーに置かれることを不安視するお客さ
まもいます。インテックは、長年にわたる国内でのデータセンター運
営ノウハウを持ち合わせていたため、安心して採用することができま
した。今後は、外販に力を入れていく予定ですので、安心してお客さま
にお勧めできます。
　これ以外にはトライアルが容易な点もポイントです。電子帳票シス
テムの導入を検討しているお客さまに対して、当社が最初に提案する
ことはトライアルの実施です。まずはテスト期間を設けて、「やってい
けるか」を検討した上で判断しても遅くはありません。オンプレミスで
はサーバーを用意しないとテストできませんが、快速サーチャーGX 
クラウドは、すぐにトライアルを始められます。

──電子化の流れが加速していくなか、今後どのように発展させたい
とお考えですか。

　電子帳票システムの導入にはハードルもありますが、それを上回る
大きな効果、メリットが期待できます。また、電子化すれば、RPAなど
のITツールと組み合わせることで、さらに多くの業務の自動化も可能
になるでしょう。
　快速サーチャーGX クラウドを使ってみて感じたのは、税務、会計に
関する仕事のあり方が変わってくるということです。これまでの会計事
務所は、会計処理や税務申告に関する事務作業が多くを占めていまし
た。しかし、これからは「この数字、この金額が意味するのは何か」を、
お客さまのビジネスに即して理解するスキル、お客さまのビジネスに
資するコンサルティング能力がより重要になってくるでしょう。
　デジタル化が進む時代の流れに即して、当社のお客さまからも「電
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──貴社のビジネスについてお聞かせください。

　当社は、企業に対して税務や会計などにかかわる幅広いサービスを
提供しています。お客さまのビジネス、業種によって、税務や会計に求
められる業務内容は異なります。あらゆる企業に対応できるようにと、
当社は各分野に特化した税理士、会計士の専門チームを編成し、高い
水準のサービスを提供できるよう心がけています。
　最近増えているのは企業の事業承継に関するご相談です。会社の
オーナーがお亡くなりになり、新しい経営者へ引き継ぐための事業継
承を扱う場合には、日常の業務とは異なる知識が必要となります。そ
のような分野ごとに特化したプロフェッショナルを組織することで、さ
まざまなニーズに対し、高い水準のサービスを提供できるのが当社の
強みです。
　また、日本全国はもちろん、海外にも拠点を置き、地域密着を大切
にしたサービスを心がけています。

──税務に関する社会的な変化についてお聞かせください。

　いま日本は、行政サービスの100％デジタル化、IT化へ向けた取り
組みを加速させています。2018年1月には「デジタル・ガバメント実
行計画」を策定し、デジタルファースト、ワンスオンリー、コネクティッ
ド・ワンストップという3つの原則を掲げました。これにより、手続き
やサービスをデジタルで完結させたり、書類の提出などを1度で済ま
せられるようにしたり、民間サービスにおいても手続きやサービスの
一元化を実現しようとしています。
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　大企業が電子化すると、取引先の中
小企業も対応しなくてはいけません。
そうなると、多くの企業の税務、会計の
電子化が一気に広がるでしょう。

──税務の電子化にはどのような利点
があるのですか？
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処理を行いますが、電子申告、電子納

税を活用すれば、銀行や税務署に行く必要がなくなります。
　すでに電子化を実践している企業からは「もう紙の時代に戻ること
は考えられない」という声も聞かれます。

──貴社が紙で業務を行っていたころは、どのような課題を抱えてい
ましたか。

  課題１　紙での業務が生産性を落とす
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──今回の導入でのインテックのサービスはいかがでしたか？

　インテック社を採用した理由は複数ありますが、コストや使いやす
さ以外にセキュリティの確保があります。インテックは、クラウドサー
ビスの拠点、データセンターを国内で自社運営しており、セキュリティ
には万全を尽くしているという説明を事前に受けていました。クラウ
ドサービスの中には、海外のサーバーを利用しているものがあります
が、会計データが海外のサーバーに置かれることを不安視するお客さ
まもいます。インテックは、長年にわたる国内でのデータセンター運
営ノウハウを持ち合わせていたため、安心して採用することができま
した。今後は、外販に力を入れていく予定ですので、安心してお客さま
にお勧めできます。
　これ以外にはトライアルが容易な点もポイントです。電子帳票シス
テムの導入を検討しているお客さまに対して、当社が最初に提案する
ことはトライアルの実施です。まずはテスト期間を設けて、「やってい
けるか」を検討した上で判断しても遅くはありません。オンプレミスで
はサーバーを用意しないとテストできませんが、快速サーチャーGX 
クラウドは、すぐにトライアルを始められます。

──電子化の流れが加速していくなか、今後どのように発展させたい
とお考えですか。

　電子帳票システムの導入にはハードルもありますが、それを上回る
大きな効果、メリットが期待できます。また、電子化すれば、RPAなど
のITツールと組み合わせることで、さらに多くの業務の自動化も可能
になるでしょう。
　快速サーチャーGX クラウドを使ってみて感じたのは、税務、会計に
関する仕事のあり方が変わってくるということです。これまでの会計事
務所は、会計処理や税務申告に関する事務作業が多くを占めていまし
た。しかし、これからは「この数字、この金額が意味するのは何か」を、
お客さまのビジネスに即して理解するスキル、お客さまのビジネスに
資するコンサルティング能力がより重要になってくるでしょう。
　デジタル化が進む時代の流れに即して、当社のお客さまからも「電
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──貴社のビジネスについてお聞かせください。

　当社は、企業に対して税務や会計などにかかわる幅広いサービスを
提供しています。お客さまのビジネス、業種によって、税務や会計に求
められる業務内容は異なります。あらゆる企業に対応できるようにと、
当社は各分野に特化した税理士、会計士の専門チームを編成し、高い
水準のサービスを提供できるよう心がけています。
　最近増えているのは企業の事業承継に関するご相談です。会社の
オーナーがお亡くなりになり、新しい経営者へ引き継ぐための事業継
承を扱う場合には、日常の業務とは異なる知識が必要となります。そ
のような分野ごとに特化したプロフェッショナルを組織することで、さ
まざまなニーズに対し、高い水準のサービスを提供できるのが当社の
強みです。
　また、日本全国はもちろん、海外にも拠点を置き、地域密着を大切
にしたサービスを心がけています。

──税務に関する社会的な変化についてお聞かせください。

　いま日本は、行政サービスの100％デジタル化、IT化へ向けた取り
組みを加速させています。2018年1月には「デジタル・ガバメント実
行計画」を策定し、デジタルファースト、ワンスオンリー、コネクティッ
ド・ワンストップという3つの原則を掲げました。これにより、手続き
やサービスをデジタルで完結させたり、書類の提出などを1度で済ま
せられるようにしたり、民間サービスにおいても手続きやサービスの
一元化を実現しようとしています。
　e-文書法、電子帳簿保存法の改正などにより、税務や会計分野でも
電子化の動きが進んでおり、2020年度以降は、資本金1億円以上の
企業は、法人税等の電子納税申告
（e-Tax）が義務化されます。
　大企業が電子化すると、取引先の中
小企業も対応しなくてはいけません。
そうなると、多くの企業の税務、会計の
電子化が一気に広がるでしょう。

──税務の電子化にはどのような利点
があるのですか？

　業務の効率化につながると考えま
す。例えば、会社では毎月源泉徴収の
処理を行いますが、電子申告、電子納

税を活用すれば、銀行や税務署に行く必要がなくなります。
　すでに電子化を実践している企業からは「もう紙の時代に戻ること
は考えられない」という声も聞かれます。

──貴社が紙で業務を行っていたころは、どのような課題を抱えてい
ましたか。

  課題１　紙での業務が生産性を落とす

　請求書や領収書の多くは郵送され、紙で届くのが一般的で、それら
を精査して会計ソフトに入力し、プリントアウトして保管するという作
業は、業種を問わず日々繰り返されています。そのため、毎日増え続け
ていく紙に埋もれながら仕事をする部署もあります。
　当社でも、多い月には1,000枚以上の領収書や請求書をファイリン
グしていました。後日、請求書を見直したいときも、該当する紙を探し
出すことは大変でした。
　しかし、このような作業を繰り返していては、生産性が上がらないと
いう危惧を、経営層を含めて会社全体で感じていました。

  課題2　日々増え続けていく紙。保管コストの増加が重荷に

　税に関する証憑は保存義務があり捨てるわけにはいかないため、保
管場所を確保する必要があります。しかし家賃の高い大都市圏のオ
フィスに、紙の保管のためにわざわざスペースを確保することは容易
ではありません。電子化による保管に切り替えれば、家賃の削減やス
ペースの有効活用につながります。
　当社では2016年のオフィス移転をきっかけに、紙を使わないペー
パーレス、事務所で固定席を持たないフリーアドレスの実現に取り組
み始めました。それに合わせて、紙の証憑から電子証憑への移行も検
討しました。

──証憑の電子化に向けた具体的な取り組みをお聞かせください。

　証憑の電子化は、郵送された請求書や領収書を、スキャンしてPDF

形式の電子ファイルとして管理するこ
とです。そのために導入したのが、イン
テックの電子帳票システムの「快速サー
チャーGX クラウド」です。
　選定にあたっては2017年の終わり
から半年くらい掛けて、いろいろな電子
帳票システムを検討してきました。そ
のとき重視したのは、①当社の要件に
適合していること、②費用対効果を含
めてお客さまにご採用いただけるサー
ビスであることでした。「まずは電子帳
票システムを自分たちでしっかりと
使ってみよう。どうすればうまく活用できるかを理解、納得してから、
お客さまに提案できるようにしたい」という考えがありました。

  選定ポイント１   電子帳簿保存法への対応

　証憑の電子化には、電子帳簿保存法に則った形での保存が必須で
す。平成27年度平成28年度に行われた電子帳簿保存法の規制緩和
により、定められた要件下でスキャナーやスマートフォン、デジタルカ
メラなどを使って、証憑を電子化し保存することが認められました。
　要件とは、解像度が200dpi以上であり、タイムスタンプを付与し、
解像度などの読み取り情報も保存しておくことなどです。また利用の
3ヶ月前には申請も必要です。
　しかし検討当時、電子帳簿保存法に対応し、かつ中小企業にも向い
ている文書管理システムが見当たらない状況でした。そこで私たちは
10社以上のベンダーにアプローチし要望を出しました。その中で、イ
ンテック社がこれに応えて開発したのが、「快速サーチャーGX クラウ
ド」です。

  選定ポイント2   クラウドでコスト軽減

　中小企業で会計書類の電子化を妨げている要因には、電子帳票シ
ステムが高額になりがちであることが挙げられます。いかにメリットが
あるとしても、導入コスト、運用コストが高額になっては、中小企業は
二の足を踏んでしまいます。
　その点、快速サーチャーGX クラウドは、これまでのシステムの10
分の1以下の費用で利用でき、中小企業でも負担できる範囲で料金設
定がされていました。中小企業では、初期の大きな投資やサーバー管
理、ソフトウェアのバージョン管理などでの余計な運用コストの発生
を避け、新たなシステムの導入が見送られるケースがあります。快速
サーチャーGX クラウドは、これまでのシステムとは異なり、初期費用
を抑え、低コストで月額利用できるクラウドサービスであるため、当社
のお客さまにも安心してお勧めできます。

  選定ポイント3   運用とセキュリティなどの管理

　税に関する情報を扱うからにはデータ管理の安全性、特にセキュリ
ティの確保は欠かせません。中小企業では、社内に専任のシステム管
理者を設けることは難しく、設けたとしてもセキュリティを担保した状
態で安全にデータを管理するのは簡単なことではありません。サー
バーのシステム障害で文書管理システム内の証憑データが破損したと
なると、業務に支障が発生します。

　その点、快速サーチャーGX クラウドは、システムの運用管理、セキュ
リティ対策、バックアップなどを、インテック社が行ってくれます。シス
テム管理者のいない中小企業から見ると、頼りになるサービスといえ
るでしょう。

──快速サーチャーGX クラウドを導入した効果は、どのように表れて
いますか。

  効果１　膨大な書類から瞬時に検索

　快速サーチャーGX クラウドは、検索キーを入力すると、膨大な書類
から目的のものをすぐに見つけられます。検索結果の画面には、スキャ
ンした証憑の画像が表示されるため紙の証憑と同じように確認ができ
ます。

  効果２　紙の管理場所を有効活用

　当社では、快速サーチャーGX クラウドを導入して間もないので、今
のところは紙の書類は破棄せずに残しています。しかしトラブルもな
く安定して使えており、紙をなくすことに対する不安は薄れました。い
ずれは、紙を保管しているスペースを有効に活用し、作業環境を向上
させ、人員の追加なども行えたらと考えています。

──実際に運用するにあたって、考慮、工夫した点はありますか。

　証憑をスキャンしてデータ化する作業に時間がかかってしまっては
意味がありませんので、当社ではテストフェーズで単純なシステムの
操作方法の習得以外に、どのように作業をすれば効率的に証憑を電子
化することができるか、最適な業務フローの調査を繰り返し行いまし
た。また、できるだけ人手を介さずに請求書を電子化し、快速サー
チャーGX クラウドに取り込めるような工夫を行っています。
　例えば、スキャン作業では、請求書のファイリング方法を変更しまし
た。当社では、経理担当者が後から確認しやすいように請求単位に伝
票と請求書をホチキス止めした状態で保管していました。しかし、こ
のままではスキャン作業を行う際に、ホチキス留めを外す前作業が発
生します。このため、ホチキス留めをやめて、前作業なしにスキャニン
グできるようにしました。
　これ以外に工夫した点は、快速サーチャーGX クラウドでのPDF登
録時に発生する電子帳簿保存法にある相互関連性要件への対応です。
帳簿と請求書などを相互に関連付けさせるために、PDFファイル名を
会計ソフトの伝票番号に置き換えるといった対応をとります。この作
業を手入力で行うことは多大な労力がかかりますので、スキャナーの
OCR機能を活用し、スキャナーが読み取った伝票番号をPDFファイ
ル名に自動で変換するプロセスを追加しました。
　電子帳簿保存法にある検索要件を満たすための検索キーを快速
サーチャーGX クラウドへ入力する作業と、PDFファイルの登録作業
を自動化するためにRPA（Robotic Process Automation）を利用し

子化を検討している」という問い合わせが増えています。インテック社
は、当社と連携してお客さまにサービスを提供できる、良いビジネス
パートナーです。今後も、お客さまが電子化の流れに乗って業務の効
率化が進められるように、インテック社と協力しながら事業を展開し
ていきたいと考えています。

ています。人間が手作業でPDFファイルの中身を確認し、日付、取引先、
取引金額などを一つひとつ手入力することは間違いの原因になります
し、会計ソフトへの入力と同様の作業のため、2重入力となってしまい
ます。この作業をRPAに置き換えることで、2重入力の回避、入力作
業の正確性とスピードを大きく向上させました。

──今回の導入でのインテックのサービスはいかがでしたか？

　インテック社を採用した理由は複数ありますが、コストや使いやす
さ以外にセキュリティの確保があります。インテックは、クラウドサー
ビスの拠点、データセンターを国内で自社運営しており、セキュリティ
には万全を尽くしているという説明を事前に受けていました。クラウ
ドサービスの中には、海外のサーバーを利用しているものがあります
が、会計データが海外のサーバーに置かれることを不安視するお客さ
まもいます。インテックは、長年にわたる国内でのデータセンター運
営ノウハウを持ち合わせていたため、安心して採用することができま
した。今後は、外販に力を入れていく予定ですので、安心してお客さま
にお勧めできます。
　これ以外にはトライアルが容易な点もポイントです。電子帳票シス
テムの導入を検討しているお客さまに対して、当社が最初に提案する
ことはトライアルの実施です。まずはテスト期間を設けて、「やってい
けるか」を検討した上で判断しても遅くはありません。オンプレミスで
はサーバーを用意しないとテストできませんが、快速サーチャーGX 
クラウドは、すぐにトライアルを始められます。

──電子化の流れが加速していくなか、今後どのように発展させたい
とお考えですか。

　電子帳票システムの導入にはハードルもありますが、それを上回る
大きな効果、メリットが期待できます。また、電子化すれば、RPAなど
のITツールと組み合わせることで、さらに多くの業務の自動化も可能
になるでしょう。
　快速サーチャーGX クラウドを使ってみて感じたのは、税務、会計に
関する仕事のあり方が変わってくるということです。これまでの会計事
務所は、会計処理や税務申告に関する事務作業が多くを占めていまし
た。しかし、これからは「この数字、この金額が意味するのは何か」を、
お客さまのビジネスに即して理解するスキル、お客さまのビジネスに
資するコンサルティング能力がより重要になってくるでしょう。
　デジタル化が進む時代の流れに即して、当社のお客さまからも「電
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